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次期江別市緑の基本計画の策定にっいて
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1,江別市の緑の現況

1-1.緑地の概況

【江別市の地目別面積】

・行政面積(=都市計画区域)

18738kmのうち田、畑を中心とした

農地が43,フ%を占めます。宅地は

11.4ツ0、山林は6.9%を占めています。

その他

319%

雑種地

゜゜.点11＼

'＼111,1沙、、、

才立'

R3(2021)

総面積

187.38h11

牧場0.1%

池沼

0.03%

、,

図1-1

出典:江別市統計書

地目別面積割合

轡、寓'器琴j轟ξ瓢ξ参1瀬.懲三1

図1-2 令和3年6月9日撮影航空写真より



1.江別市の緑の現況

1-2,緑地の状況

・行政面積(=都市計画区域) 18,738haのうち樹キ村也は

農地は8,169.42ha (43.609"0)を占めています。
2β93,74ha(15.44ツ0)、草地は2,738.56ha(14.62ヲ"0)、

・桂井村也、草地、農地、水面、裸地(土がむき出しになっている

土地)の合計の緑被面積は、市街化区域内は639.Bhaで、

讐私

《前回(H24)と比べ、変化がみられるところ>>

~,/

0市街地では、宅地開発による草地等の減少がみられます

図1-3 江別市域の緑被の状況(令和3年6月9日撮影航空写真より)
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0郊外では、大規模太陽光発電施設建設による草地等の

減少がみられます
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1.江別市の緑の現況

【緑地の確保の現状と目標達成状況】

・江別市の令和3年の総部剥也面積は、まち全体

倩β市計画区域)で5,760ha、市街地(市街化

区域)で320haです。

・令和5年の目標値(まち全体:5β60ha、市街

地:360ha)に対しては、ともに未達となっ

ています。

表1-1 緑地の確保の現状と目標達成状況

1怨煽綜髪謡ヤT

資料:江別市調べ

まち全体債β市計画区域)
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市街地(市街化区域)の
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図1-4
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1.江別市の緑の現況

【樹林地率の現状と目標達成状況】

・江別市の令和3年の枝井村也率は、まち全体

倩"市計画区域)で約15ツ0、市街地(市街化

区域)で約5%です。

・令和5年の目標値(まち全体:15ツ0、市街

地:フツ0)に対しては、まち全体に対して達

成、市往i地に対して末達となっています。

表1-2 樹林地率の現状と目標達成状況

5

まち全体倩β市計画区域)

の樹林地率 WO)

市街地(市街化区域)の
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図1-6
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1.江別市の緑の現況

【公園面積の現状と目標達成状況】

・江別市の公園の面積は、令和3年で 20lhaで

す。

・平成B年当初の面積(198ha)と比べると20

年で3ha増加してい.ますが、令和5年の目標

値227haには末達です。

・市民1人当たり公園面積は、令禾口3年で16.82

m/人です。

・平成13年当初の面積 a6.19r6/人)と比べる

と20年で0.63rrl/人増加していますが、令和5

年の目標値19.8r6/人には未達です。

表1-3 公園面積の現状と目標達成状況

"・,;丹.1・興、エ,・i舎☆金"高^ー・.驫盲ξ●¥、W'才、 kミ邑1^1蒔三'世1{1゛、、,'ン゛・.,.、町、ー、、{'地゛」・ニ」1'J'.二曾,.'ぐf ÷'゛'.6、制、乏"1^1:モニ,,邑'

整備する公園

総面積(ha)

市民1人当たり公園

面積(r6/人)

(ha)
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200
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R5年目標:227ha
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

198

謬

公園面積

H13

(n;/人)
R5年目標

20
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15

^^^
198

198

H25 H30

図1-8 公園面積の推移
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資料:江別市調べ
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1.江別市の緑の現況

【地域制緑地(法や条例などで守られる緑地)

面積の現状と目標達成状況】

・1也1或御絲剥也の面積は、令和3年で 5,394haです。

・平成B年当初の面積(5,240ha)と比べると20

年で154ha増加していますが、令和5年目標値

5,426haに1す未達です。

・また、中間年次の平成25年(5,406ha)、平成

30年(5,399ha)から徐々に減少しています。
・地域制緑地のうち、保存樹林面積は、 0.50haで、

平成13年当初から大きく減少し、目標値に未達

です。

表1-4 地域制緑地面積の現状と目標達成状況

法や条例などで守られ

る緑地面積(ha)

上記のうち保存樹林
面積(ha)

(ha)

5,500

5,400

5300

5,200

5,100

5ρ00

^^^^^

5,240

、'・嗣
1亘1確盲璽1

H13

図1-10

地域制緑地面積
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(ho)
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フ.30

_^
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ーーー,フ.30

H25 H30

地域制緑地面積の推移

8.72

5,406

保存樹林面積

R5年目標:872ha

H13

図1-11
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資料:江別市調べ
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1,江別市の緑の現況

【その他の緑の現状と目標達成状況】

・江別市の袿捉各樹の総本数は、令和3年で

24,100本です。

・平成13年当初の本数(15,000本)と比べると

20年で9,100本1曽加しており、令和5年の目標

値21,000本を達成しています。

・公共施設内樹木の総本数は、令和3年で18,600

本です。

・平成13年当初の本数(23,000本)と比べると

20年で4,400本減少しており、令和5年目標値

28ρ00本に{よ未達です。

表1-5 その他の緑の現状と目標達成状況

嵩'室釜气轆'

街路樹の総本数

(本)

公共施設内樹木の

総本数(本)

(本)

^^^^^
15,000

街路樹本数

軍,0

(h.)

H13

23,000

21,000

28,000

図1-12

・23,000-

H25 H30

街路樹本数の推移

18,100

公共施設内樹木本数

'21,300-

24,100

H13

図1-13

21,300

^^^^

18β00

H30H25

公共施設内樹木本数の推移

R3

19,900

24,100

18,600

^

R3

3,100
(達成)

▲9400

(未達)

資料:江別市調べ

'

^^^^^^

翻謡
国標、:21ioo
15,000

15,000

捗

、
、

0
 
0
 
0

0
0

0
0

0
5

,
ゞ

、
、
一
、
Ⅱ

斗
一

妥
ト
.

-
T

、
L
一
、

咳

一
"
・
鼻
'
、
a
1

.
途
、
一
・
'
世
、
,

一
=

0
0

052

吽
一
印
,

0
8

0
-1

8
-

2票
一

主
一

目
 
0
 
・
1
j
.
 
U

-
 
9
 
,
,
"
弐
゛
¥
雲
'

:
、
 
W
J
 
-
.
ー
^
゛

・
、
 
1
霜
鄭

h
 
、

一
=

1

,

睦

0
0
0

0
0

0
0

0
5



2,市の緑づくりの主な取組み実績

0緑をまもる

哩刊晃森林公園:関係団体と連携し、清掃活動や

情報交換を通じた保全

・市内3箇所(51.oha)を環境緑地保護地区に

指定

・※令和3年に一部指定角郡余

・鋳首林:保存樹木等の所有者による保全・維持

・防風オ木:下草刈、枝落とし、オ直栽など

阜

¥

1北・1、.':゛三ヤ゛・;゛、D、1ξ星玉.'i毛挙,1.^'"'主1き号宇,島梶r;:、こー'」亀、-11き;マ'τ'ザ、",...、

0緑をそだてる

哩〒幌中央緑地の整備

哩〒幌駅周辺の緑化推進

・野幌東西グリーンモール開通

・庁舎周辺、浄化センターの花壇整備

・若草町の一部で緑地協定を締結

"

昭和の森野幌森林自然休養林
資料江別市公式観光盾報サイト

'1

挙"

^盆

^
や"^

市庁舎前庭の花植え

資料江別市Hp「フォトグラフえべっ」

"シー轡'



2,市の緑づくりの主な取組み実績

0緑にふれる

・市民植樹、石狩川流域300万本植樹の実施

・名木百選ウォッチングの開催

・「水辺の自然塾」、「弁天丸・ボートで学ぶ石

狩川と千歳川」

N鷲簿葬襲調鹽黙鷲矯蟹藤^葺鷲騒纖恭梦剛患赫幾瓶1護J器琴烹P謡:"笂

0緑をひろける

・公園再整備における、市民参加ワークショッ

プの実施

・野生生物との共存に向けた盾報提供、広報え

べつ等での啓発

・自j台会等への花田車今旋

・緑化専門員の配置

J

伽,

名木百選ウォッチングのようす

資料江別市ホームページ

^

',.、ト
'"."ニー゛毛^キず'リ

市民参加による公園づくり事業(ワークショップ)

資料江別市ホームページ
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3.市民の意識・意向から

■江別市の環境に関する市民アンケート(令和4年度)より

【緑づくりに関する満足度】

・緑づくりに関係のある取り組みの満足度をみると、満足、概ね満足の合計の割合は「街並みの緑

化の推進」 37.09"0、「農地の保全と活用」 21.3%、「森林などの保全」 25,4ツ'0、「生態系の

保全」 19.2%となっています。

・前回調査(H24)との比較では、「森林などの保全」、「生態系の保全」の満足度力洲氏下してい

るのに対し、「街並みの緑化の推進」、「農地の保全と活用」は満足度が上昇しています。

街並みの緑化の推進

爲野狩瓢ゞ'璽藤声上懇塾藤凖

農地の保全と活用

【 R4 】(n=384)

【H24】(n=824)

森林などの保全

【 R4 】(n=38の

【H24】(n=693)

生態系の保全

擬途班泳黙罫涯鰯^途兵鷺匙蚤邊軍芦夕越製」婆製滞郡

【 R4 】(n=381)

【H24】(n=フ71)

【 R4 】(n=38の

【H24】(n=709)

よ●"

60

合*

0

.0

゛

満足度の割合が上昇

'ニ

.8P

0%

0

20% 40%

■満足口概ね満足■普通

図3-1 緑づくりに関する満足度
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3,市民の意識・意向から

■江別市の環境に関する市民アンケート

(令和4年度)より

【脱炭素社会に向けて必要な取組み】

・緑づくりに関係の深い件直樹など市

民の身近な緑化の推進や、二酸化炭

素吸収源となる森林を適切に維持管

理」が22,8%の回答があり、省エネ・

再エネ導入やごみの減量・りサイク

ルほどではありませんが、一定の割

合で認知されています。

佳§爵1裁

省エネ設備の導入や省エネ改修等への補

助金など支援制度を充実

ごみの減量やりサイクルなど資源の

有効利用を促進

再エネ設備の導入にかかる補助金など

支援制度を充実

歩いで快適に暮らせるまちづくりを推進
(コンパクトシティの推進など)

、

植樹など市民の身近な緑化の推進や、二酸

化炭素吸収源となる森林を適切化維持管理

クリーンエネルギー自動車(電気自動車

など)の普及促進

駐輪場や自転車専用道路などの環境に
やさしい交通環境を整備

小・中学校で地球温暖化対策や省エネ

の教育を実施

市民・事業者・行政・ボランティア団体
などが相互協力できる環境づくりを推進

^223%

^192%

^192%

^ 11.5%

^ 9.2%

1^163%

^ 4.2%

その他厩 1.8%
^

図3-2 脱炭素社会に向けて必要な取り組み

市民の取組を推進するための意識啓発

江別市のホームページなどで普及啓発活動や、
地瑛品暖化対策についての先進事,"を盾報捌共

事業者を対象にした環境セミナーの開催

、寸鰻 44.4%

1鑾1 44.4%
り,『

325%

26,5%

22.8%

N=381



3.市民の意識・意向から

■まちづくり市民アンケート

(令和3年度)より

【緑の取り組みで大切だと思うこと】

・「二酸化炭素の吸収のため、野幌森

林公園、公園緑地等の樹木の保全」

力辺6.6%を占め最も多く、次いで

「地球温暖化や自然環境の保全などに

理解を深める環境教育の推進」28.9

ツ0となっています。

【今後行ってみたい緑1こ関わる取り組み】

・「自宅の緑化(庭やべランダの植栽、

家庭菜園など)」 40.3%が最も多く、

次いで「公園の清掃活動や花の管理

などの保全活動」11,6ψ'0、「街路の

花壇などの緑化活動」10,9ツ'0、「自然

環境保全などをテーマにした環境講座

の参加」 8.6%となっています。

市民協働による街路へ

の花植などの緑化活動

8.5,"0

fイ辻

地球温暖化や自然環境の

保全などに理解を深める環

、罵鎚1美亀瓢轟!1、

樹林地での散策

などの緑の活用

境教育の推進

28.9匂"0

丸 懲三

'゜1゜
12.3ツ0

その他

1.39"0

＼

無回答

2.49,"0

図3-3 緑の取弊且みで大切だと思うこと

特にやってみたい

その他

取組みはない

お."。'＼＼

2.59"'0

二酸化炭素の吸収のた

め、野幌森林公園、公園

緑地等の樹木の保全

46.6ψ0

自然環境保全な

驫釜織一、

無回答

2.1,"'0

公園の清掃活動や花の管

理などの保全活動

11'6血街路の花壇などの緑イヒ活動
10.99"'0

8.69"0

図3-4 今後行ってみたい緑に関わる取り組み

N=2,059

N=2059

自宅の緑化(庭や

ベランダの植栽、家

庭菜園など)

4039"0

'
卦

'
一
建



3.市民の意識・意向から

■まちづくり市民アンケート

(令和3年度)より

【公園の取り組みで力を入れてほしいもの】

・「防災のための公園緑地の整備」

33.1%が最も多く、次いで「市民意

見を取り入れた公園施設の整備」

27.4ψ'0、「樹木の保全管理」 219ツ0、

「利活用の少ない公園の統廃合や機能

の集約」 12.5%となっています。

0市民意向のまとめ
・これまでの評価にっいては、森林や生態系の保全よりも、農地の保全活用の評価が上がっており、農地を

生かした取畔且みが普及・認知されっつぁることが伺えます。

・緑全体1こつぃては森林の二酸化炭素吸収源としての役割、公園にっいては防災や市民二ーズのとり入れ

といった、質的な充実を期待する意見が多く、これらに対応した緑づくりを進める必要があります。

・参加したい緑づくりの取り組みは、身近なところからできる自宅の緑化が多くを占めています。

1沙門声黙躯^誠ミ灘テ^1;,当^"'裁敬^琴嘉翻、奨速.ミ'翻翻為忽饗

その他

2.69b

無回答

2.59h

防災のための/
公園緑地の整備

33,19b

樹木の保全管理 21.9,b

N=2ρ59

図3-5 公園の取り組みで力を入れてほしいもの

、,'"#.金路、、1

利活用の少ない公園の

統廃合や機能の集約

12.596

市民意見を取り入れた

公園施設の整備

27.49h



4.北海道みどりの基本方針(H31)

【北海道みどりの基本方針の概要】~次期江別市緑の基本計画の策定にあたり、参考になる考え方を抽出

0 「量を確保する時代」から、

「質を向上する時代」ヘ

・「みどり」が持っストック効果(多面的な機能・効

果)の創出

・人口減少・高齢化に対応した持続可能な都市づく

りに向けた取り組み

0官と民の連携による取り組み
・これまでの取り組みを更に一歩進め、民の力・知見

を最大限に活かし、市民や事業者が主体的に緑の

管理運営に関わる

0緑を柔軟に使いこなす取り組みの実践
・画一的な整備・管1里j軍営とならないよう、地域の特陛

や二ーズを十分に把握、反映

弊剥也と子育て支援、福祉、農業など、多様な分野の

取弊且みとの連携

4 4 '

t11!iミ〒子ヨ^ξ、.1・▲_

以下の観点で計画の内容を充実化・高度化させ

ることが重要。

0 「みどり」が持つストツク効果

・今ある緑の多面的な機能・効果を最大限に発揮さ

せる考え方が重要

ーミ凝゛聾誕考^臂恐●謬恕゛1゛・、气゛窓J"唖織一、・・二離燕心

! 1

1

美しい景観の創出
あさひかわ北彩都ガーデン(旭川市)

0都市公園をより柔軟に使いこなす

・単なるレクリエーションの場としてだけでなく、例えは公

園内に子育て支援の拠点や歴史・文化の継承拠点

をっくるなど、様々な観点で公園を使いこなし役立て

ていく考え方が重要

にぎわいの場
大通公園(糺幌市)

,

__JJ-

一
三



5,緑づくりの課題(案)

5-1.緑の確保・整備に関する課題

・「量的に充足している」認識に立ち、今ある緑の適切な保全及び維持管理が必要

・市の財政規模化あった維持管理、更新費用の平準化、最適化が必要

・都市や地域の課題解決や、地域のまちづくりに貢献する緑の役割は今後も大きい

5-2,緑の質・機能・役割に関する全体的な課題

・これまでの緑の機能をさら化掘り下げ、防災・減災や地域活性化、少子高齢化対応な

ど、地域の課題解決1こ貢献する緑づくりが必要

・合わせてSDGS、脱炭素まちづくり、生物多1美性といった国際的な取り組み・枠組み

への貢献も意識していくことが必要

[懲^ 一ι望裁喜姦が 1欝1^、'1



5.緑づくりの課題(案)

5-3.緑の質・機能・役割に関する機能別の課題

0環境保全系統

遜^鱗1亘弓蚤鴛蔓^工讓i.'

・里刊晃森林公園、石狩川や周辺の池沼、鉄道林、防風キ木といった骨格的な緑の保全と活用

・環境学習、自然とのふれあい、農地を活かした交流に資する緑の維持保全

・市街地も含めた人と自然の共生する環境の形成・維持

0レクリエーション系統
.スボーツ・レクリエーションの核となる緑地の適切な確保

・市民の健康増進、コンパクトで歩いて暮らせるまちづくりに資する、緑のネツトワー
クの確保

0防災系統

.これまでの避難場所・避難路の確保や市街地内の延焼防止に加え、水害、士砂災害の

リスク低減に資する緑の適切な維持・保全

0景観構成系統

・生活拠点や交流の場、産業活動の場における、効果的な緑の活用

・江別らしい街並み・風景を彩る緑の保全や緑化

躍蔦鰹牙



5,緑づくりの課題(案)

5-4.緑と市民との関わりに関する課題

《参加寸矧軌>

・官民連携を含めた緑の維持管理・更新が必要

・地域や事業者の創意工夫による花づくり、緑づくりの拡大

《利活用》

哩刊晃森林公園や石狩川での活動・交流の場の継続的な確保

・農地を活かした交流に資する活動の場のさらなる確保

・コミユニティ維持や地域の活性化に資する緑の活用

《情ま尉是供、担い手,体制づくり》

・且死存の広報・ホームページ1こ加え、 SNS等多様な手段による情幸尉是供のさらなる工夫

・市固有の緑資源を学びの場としていかした緑の保全・緑化の意識醸成

^1耀鳥1謬琴黛毛^τ・1聖


